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90%簡略化
90%減らして7,000ポリゴンに簡略化

99%簡略化
99%減らして700ポリゴンに簡略化

2. メッシュの簡略化とは
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元データ
69,451個のポリゴン



• フィレット部で形状の離れが大きい

3-2. 簡略化の課題
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計測データ
(155,680ポリゴン)

95％簡略化

+0.1mm

±0

-0.1mm



4-1. 簡略化のコンセプト
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「特徴的な部分はできるだけ細かく残し、特徴点から遠い部分は大胆に間引く」

Yoshizawa et al. “Fast and Robust Detection of Crest Lines on Meshes”から着想

90% reduction

こちらを目指す

図の引用：http://www.riken.jp/brict/Yoshizawa/Slides/spm05_final2.zip

元データ 一般的な方法

→ 工業製品に特化した特徴を用いて

http://www.riken.jp/brict/Yoshizawa/Slides/spm05_final2.zip


一般的な簡略化 特徴点付近を細かく残す

4-3. 特徴点からの距離重み

• メッシュサイズを徐々に変化させたい
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メッシュサイズを徐変

フィレットを模したテストデータ（38,810ポリゴン）を95%簡略化



4-3. 特徴点からの距離重み

• メッシュサイズを徐々に変化させたい
⇒特徴点から離れた場所ほどより簡略化
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濃いグレー ⇒ より簡略化されやすい



4-4. 重み付き簡略化の結果
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テストデータ 95％簡略化90％簡略化



4-4. 重み付き簡略化の結果

795％簡略化90％簡略化

我々の方法

一般的な方法

+0.1mm

±0

-0.1mm



4-4. 重み付き簡略化の結果
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計測データ 95％簡略化90％簡略化



4-4. 重み付き簡略化の結果

995％簡略化90％簡略化

我々の方法

一般的な方法

+0.1mm

±0

-0.1mm


